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大阪湾における河川プリュームの動態解析：海色衛星観測データを用いた海表面塩分の新推定法
Analysis of the river plume dynamics in Osaka Bay: a new estimation of sea surface
salinity using ocean color satellite images.
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河川から沿岸海域に出水される低塩分水（河川プリューム）は陸域由来の有機物を多く含むため、海洋生態系
や漁場環境への栄養塩を供給する。しかし、時として有害な赤潮を引き起こすこともある。それゆえ、低塩分
水の指標となる海表面塩分（SSS）の情報は、内湾域の水環境のみならず漁場環境の保全の観点から非常に重要
であり、沿岸漁業者からも関心が高い。近年、衛星観測技術の発達により、毎日の海表面水温だけでなく、
SSSも面的にわかるようになった。従来のSSSデータの水平分解能は約50 km（例えば、SAC-D衛星）であるた
め、沿岸域で使用するには極めて困難で、観測誤差も大きい。ゆえに、沿岸域において衛星データから塩分場
を推定する手法は未だ確立されていない。沿岸域には、河川出水などの陸水由来の有色溶存有機物（CDOM）が
存在し、CDOM濃度と塩分値には高い相関関係があることが知られている。本研究ではこの関係を利用して、海
洋観測に基づいて、衛星観測により得られたCDOM濃度から海表面塩分値を推定する。海色衛星データから推定
した海表面塩分マップを整備し、河川プリュームの動態を解析する。 
河川からの陸水負荷が大きく、現場観測データが豊富である大阪湾沿岸海域を実験対象とした。2011年よ
り、「千里眼」と呼ばれる静止衛星の毎時観測によって得られた高解像度(500 m)のGOCIプロダクトを使用し
た。河川出水が卓越する夏季から秋季にかけて沿岸海域において現場観測・採水を実施し、塩分プロファイル
を取得、表層海水中の現場CDOM濃度を測定した。また、関係機関により観測されている多くの現地定点・定線
観測による塩分データを収集し、これらの観測データを用いてCDOM衛星データから塩分値の推定式を作成し
た。解析結果の一例として、本発表では2015年7月～9月における淀川からの河川プリュームの水平パターンや
その時間変動を、気象擾乱による河川出水等の陸水イベントと関連付けながら紹介する。
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